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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書(1月分)、評価入力(2/1付け分)未完成の方は急ぎでお願いします
・新規利用開始後の評価/目標設定の仕組み、指示箋更新、下駄箱の管理等を整理していく。

・クラブ活動⇒次期開催は5月12日から(クラブ活動最終日に実施したアンケートをもとに、クラブ活動について検討し、振り分ける)

・電子カルテ・電算化委員会より令和3年度以前のメールやフォルダが削除される為、各位必要な内容のメール（給与明細、重要な連絡事項・情報等）を個人フォルダに移し保存・管理する様にとの事。期限は5/15迄。
・新年度に伴い、利用者様担当を変更しています。各自利用者様へ挨拶を済ませて下さい。また、長期間欠席している利用者様に対して、状況確認を行ってください。

・合同カンファレンスの連絡事項を、メールで送信していましたが、5月からは直接外来のカンファレンスシートに記載して下さい。
・通所者様の昼食後薬及び頓服を、詰所前の服薬ボードにて管理していましたが、医療安全の巡視にて、合同で管理する事での取り間違いリスクが高いと指摘がありました。自宅で服薬管理をしている利用者様であることから、利用者様へ説明・周知し来週中に服薬ボードの使用を中止していきます。今後は、昼食後薬服用後の薬包を確認し、服薬を忘れている利用者様へ声掛けをお願いします。

・第1回法人研修　虐待について　レポート提出期間：5/5(金)～5/15(月)
・部署懇談会について　5/22(月)17：30～　古民家にて行います。
・6/1（水）斎藤SGMと細海栄養士の勤務が変更となる為、当日のスタッフ配置を
気を付ける様に。
　
＜利用者様情報＞
デイケア
・妻神　広美様～ショート体験利用希望あり、後日病棟から日時希望の連絡が来る予定となっている。病棟スタッフ送迎あり。　
・関　秀治様～本日青明舎特定相談員森氏によるモニタリングを実施している。

他に、グループホーム世話人佐々木氏、青陽館担当者藤田が同席している。
➀デイケア利用について
　好きなプログラムはエアロビクス、栄養指導

　デイケア利用は週5日だが、身体的、精神的、両方の疲れがあり、時々欠席するが
休むと疲れが取れると話している。

　スタッフより⇒利用期間も長くなっており、運動プログラムへの参加は積極的で、レクダンスでは他利用者の見本となっている。座学プログラムでもメモを取るなど意欲的な様子も見られている。利用者間トラブルは無く、節度を持って交流を図っている。
②暮らし、経済について

　現在グループホームで生活しているが、特に困っている事は無いと話す。
世話人と金銭管理を行っているが、金銭的に余裕がない事が以前より問題となっており、対策として、本人から見切り品を購入したり、簡単な食事で済ませる（パンのみ、ご飯にふりかけなど）等をしているが、栄養バランス面で問題あると指摘。以前は日の出の弁当を利用していたが、量が少なく腹が空き間食してしまうため、2,3年前に止めてしまったとのこと。現在、脂肪肝で内服薬処方されているが、現在の食生活では改善は難しいと思われるため、実現可能な方法を検討する必要があると思われる。

本日、世話人訪問時通帳の残高を確認すると、89000円程であり、グループホームの家賃が2ヶ月分54000円引かれると、残高30000円で6/15まで生活しなければならない。本人に対策を尋ねると、食事量を減らす（パンを3個から１個、食事回数を3回から2回）、間食を減らす（お菓子をやめる）と話すが、どちらも現実的とは言いにくい方法であり、また、脂肪肝の改善になるような方法を検討する必要がある。

生活保護を申請する話も何度も出ているが、本人が拒否し現在に至っている。今回も同様に、「もう少し様子を見たい」と話している。
収入を確保する手段として、生活保護申請、就労があることを提示。
就労についてどう思うか尋ねると、仕事を辞めてから3年ほど経過しており、体力面や自分に合った仕事が有るか等、就労への不安があると話している。しかし、年々体力や能力は衰えてくるため、始めるなら早い方が良いと思われることを伝えると、B型就労施設の見学を希望、次回受診日が5/19で、特定相談員より主治医にも就労可能かの話をして頂き、確認が取れ次第就労施設の見学等の準備を進めていくとのこと。5/19は世話人が受診に同行することとなる。
ショートケア
・雫石　めぐ美～4月19日から休養目的で欠席していたが本日より利用再開となる。欠席中は大きく生活リズムを崩す事はなく、青明舎の利用を定期的に行う事が出来ていたと振り返っている。静かな環境で過ごす事ができ、しっかりと休養が出来たと振り返っている。今後のショートケア利用については以前同様に週3回(水・木・金)利用する事としている。利用中の様子は普段同様に特定患者様と音楽に関する話などコミュニケーションを図ったり、疾病教室に参加し再発のサインについて「全部当てはまります」と聞かれている。
デイナイトケア
・特記する利用者様はおりません。
